
令和 7 年度 事業報告書 
 

特定非営利活動法人 School Voice Project 
 

１ 事業の成果 

 

教職員WEBアンケートサイト・WEBメディア運営事業では、年間 16本のアンケートを実施・掲載し、24本の

記事と 18本のラジオを公開。アンケートサイトのユーザは 78人増加した。WEBメディアの年間閲覧数は昨年度

の 38.5万 pvから 25.2万 pvに減少となった。 

政策提言・ロビイング事業では、教員不足問題について 1回、学習指導要領改訂に関して 2回、記者会見を行

い、アンケートで集めた教職員の声を可視化して届けたり、学校現場のゆとり創出や、インクルージョンの促進の

ための施策を提言した。合わせて、文科省への要望書の提出も行なっている。アンケートや政策提言キャンペーン

と連動した SNS上でのライブ配信イベントも複数回実施した。また、前年度助成金を活用して行っていた「イン

クルーシブ教育/学校 DE&I推進のためのアドボカシー活動（インクル PJ）」が発展的解消し、「AISnet（すべて

の子を包摂する学校づくり推進ネットワーク）」が立ち上がった。当団体が事務局を務めた。12月には、AISnet
として日本若者協議会との共催で院内集会を実施。「包括的インクルーシブ教育推進法」の制定を訴え、15名の

国会議員の参加があった。この院内集会は SNSでライブ配信を行い、これらがメディア掲載や SNS上での話題化

につながり、教育関係者への問題提起をすることができた。 

教職員コミュニティ構築事業ではオンラインコミュニティの運営として、イベントの開催やスレッドでのコミュ

ニケーションの盛り上げなどを行っている。メンバー数は 1年間で 45名増加し、306名となった。夏休み、冬休

み、春休みには無料体験キャンペーンを実施。1月からは、さらなるメンバー募集として、イベントカレンダー作

成と、エンタクメンバーは無料のオンラインイベント（宣伝と入会インセンティブづくり）を不定期で実施してき

た。メンバー数が増加したこともあり、書き込みや交流も自然と増え、順調に活性化してきている。夏には恒例企

画として、コミュニティメンバーの関係深化と新しいつながりづくりを意図し、対話合宿（東京）も開催した。 

ワークショップ・イベント事業では学校教育をめぐるさまざまなテーマについて、全国の教職員や学校教育に関

心を寄せる市民が交流できるイベントを対面とオンラインの両方で実施し、多くの方に関心を寄せていただくこと

ができた。対面の主催イベントは、東京都・埼玉県・大阪府・兵庫県・愛知県・宮城県・大分県で実施。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 

（１）特定非営利活動に係る事業                 （事業費の総費用【5,440】千円 ） 

定款に記載 

された 

事業名 

事業内容 日時 場所 

従

事

者 

人

数 

受益 

対象者 

範囲 

受益 

対象者 

人数 

事業費 

（千円） 

教職員 WEB アンケ

ートサイト・WEB
メディア運営事業 

1.)教職員を対象としたWEBア

ンケートサイト「フキダシ」運営 

インターネット上で、教職員に向

けたアンケートを継続的に実施

し、学校教育をめぐるさまざまな

トピックについて、現職教職員の

意見や思いを収集した。 

 

2.)WEBメディア「メガホン」運

営 

フキダシでとったアンケートを公

開すると共に独自コンテンツとし

て学校現場を元気にする情報を公

開した。 

1.)常時。

計 16 本の

アンケート

実施・掲

載。通算

552 件の回

答が集まっ

た。 

 

 2.)毎月更

新。24 本の

記事、27 本

のラジオ、

10 本の動画

公開を行っ

た。 

オンライ

ン 

7
名 

全国の教職

員及び学校

教育に関心

を寄せる市

民 

1.) 2,273 人 

(フキダシの登

録者として) 

2.) 月間 1.6 万

人(メガホンの

月間 PV とし

て) 

1,352 



政策提言・ロビイ

ング事業 

現場発の政策提言/ロビイング活

動の実施 

WEB アンケート等で集まった現

場教職員の声を踏まえ、記者会見

等の実施によるメディアに向けた

発信や、政党や議員、文科省・教

育委員会との意見交換/対話を実

施した。 

随時。 

国会議員と

の面談 2
回・院内集

会（議員 15
名出席）1

回、文科省

面談 3 回、

記者会見 3
回 

オンライ

ン・国

会・地方

議会等 

6
名 

学校教育に

関心のある

議員や教育

行政関係者

等 

・ 

全国の 

教職員 

いずれも全国

の教職員（お

よそ 100 万

人）及び学校

に通う子ども

たち 

879 

教職員コミュニテ

ィ構築事業 

オンラインコミュニティ「エンタ

ク」の運営 

全国の教職員と学校を応援する人

たちがつながりエンパワーし合う

ためのオンラインコミュニティ運

営し、対話・交流を行った。 

常時。 

オンライン

イベント 37
回、対面イ

ベント 8 回 

オンライ

ン・東京

都 

10
名 

全国の教職

員と、学校

現場を応援

したい思い

を持つ市民 

3 月 31 日現在

コミュニティ

メンバー 

306 名 

 

イベント 

参加者計 

585 名 

2,082 

ワークショップ・

イベント事業 

主催イベントの開催 

学校教育をめぐるさまざまなテー

マについて発信するとともに、全

国の教職員や学校教育に関心を寄

せる市民が交流できる、イベント

を実施した。 

オンライン

イベント 14
回、対面イ

ベント 7
回、ロビイ

ング関連企

画 7 回 

オンライ

ン 

東京都・

埼玉県・

大阪府・

兵庫県・

愛知県・

宮城県・

大分県 

9
名 

教職員・学

校教育に関

心のある保

護者・議

員・一般市

民 

イベント 

参加者計 

901 名 

1,127 

研修事業 令和 7年度は実施なし − − − − − 0 

 

（2） その他の事業：実施なし 

 


